
ひ る は

｢物 性 研 究｣ に のぞ む こ と

小 谷 正 雄 (東大理 )

tt物性研究 "が物性研究者の連絡誌 として発行 されることは大変嬉 しいこ

とですO研究連絡誌として企画 される以上 ･いわゆるt:物性論 "として廿確

立 'されている分野の内部に閉ぢたものでな<.物性論の周縁-- そこには

化学 .生物学 .地学 ,工学等の多くの問題が物性論 との技触融合を待ってい

る- 紅対して開いたものにしてほしいと思いますE.私 自身はと(紅生物学

に近いところに関心があ り,そういう所に物性論 の一つの frontierがある

ように思いますo基研で物性の将来の姿が討議 されたこともきいております

が .そ ういう討議記鼻なども載せてほしいと思い ますo

余談になりますが ,私の罵している東大頗学部の将来計画の中に･は .物塵 .

化学 .生物学というような看板に碇われず自由に新 らしい研究の芽を育てる

ことを主たるね らいとして総合研究センターという構想がありますが ,物性

は実は こうい う所で実質的にか跨 り中心的な機能を果すことを期待している

次第 です.,

夏 の 学 校 に 出 席 し て

阿 部 龍 蔵 (物性研 )

ひろばの一隅を拝借 して夏の学校 で感 じたことを二 .三書 きしるしたいと

思いますOいささか古い話にな りますが .8月 1日か ら～週間巷 ,長野鹿野
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沢温泉での物性夏の学校で げFermi面と物性 廿という講義をいたしま したO

二年間の海外生活の後紅直ちに物性餅へ移 り若手 との接触紅とはしかった私

にとっ ては .大変貴重な経験をしたと思っ ておりますO学校での-つ の.行事

として Informalmeetingが開かれ .若手の物性研究に対する考えをいさ

さかでも知 りえたのは ,-大きな収穫であったかもしれ ませんOそのとき漠然

と感 じたことは .若手 の問に物性研究の将来にっいてかなりの不安が あるら

しいということですEh この点匿ついては InforTna王Trleetingで私もだいぶ

誤解をうけると思われる発言をしたらしいので .その弁解を したいというの

もあえて葦をとった理由の一つですO

若手のみな らず物性の僅論屋にとっ てこれから先やれることがあるだろう

か .というのは探刻な問題ですし誰でもが考えておられることでしょう,,昨

年の12月に基節で開かれた研究会では .芳田先生がこの間題に関する一つ

の明解な考えを述べ られましたO 芳田発言は屡 々若手に誤解をうけているら

しいので .私の理解 しえた範田で先づ芳田腰論を紹介 したいと思いますO現

在 までに●.超流動 .超電導 ,電子問の相関等 の物性の基太的問題は大体片が

ついた0-万戦後Ge.Si等の研究は非常に進歩をとげ相当詳 しいことが分

ってきたO これからは4d.5dの遷移 金属 ,あるいは合金 .金属間化合物等

をGe.S主流の方法で徹底的に調べ るのが よろしかろ う.というのが芳 田選

論の骨子だろうと思い ますD芳田先生はマグネの将来計画にっいて話 された

のですが .私の塵解する限りもうやることはなくなった .というような発言

はされなかった と考えます｡しかし.若手 の感覚は私 とはだいぶ違 うらしく.

物性歴論ではもうやることはない らしい .それにもかかわ らず物性餌で大学

院を置きたがるのは筋が通Lらない ,という印象を抱いたようであ ります O

や ることがあるのか ,ないのかという議論にな りますと結局は .各 自の哲

学に よっ てその答 えが出-るのではないか .と思っておりますnそもそも物性

歴論 の目的はなにか ,という点でも各人がそれぞれの考えをもってお られる
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ことで し ょ うO あ る人 は こ う考 え る か も しれ ませ んO 物 性 の塵 論 ,実 験 を 通

じ て量 子 力学 に代 わ る べ き新 ら しい 力学 が生 れ る可 能 性 は 先 づ あ る ま い .し

か し多 体 系 の も っ てい る物 理 的 な メ カ ニズ ムに っ い て の新 ら しい 発 見 は とれ

か ら も あ るに 違 い な い ｡ あ る い は 次 の よ うに 考 え る 人 も い る こ と で し ょ ぅ｡

物 性 層 論 は そ も そ も応 用量 子 統 計 力学 で あ る 'ハ ミル トニ ア ン と統 計 力学と

Liouville方 程 式 で物 性 の現 象 は凡 て説 明 され .や る べ き こ とはあたえら

れ た - ミル トニ ア ンに対 す る厳 密 解 を な るべ く正確 に 求 め る ことであるoこ

の他 い ろ い ろ考 え方 も あ る こ とで し ょ うD し か し .哲 学のいかんにかかわら

ず ト結 局 は や れ そ うな こ とを や り , また 面 白 そ うな ことをやるというのが現

実 だ ろ うと思 わ れ ます o

lnforTnalTleetingでは物性研究は廿たそがれどき"を迎えたようだ･
という若手の意見もありましたo大部分の基本的問題が解決され後はこまか

い.難′しいことが残っているというのが現状であるのなら.これも真実かも

しれませんO本当にたそがれであるのかどうかは私にはよく分りませんOこ

きたいと思っておりますoLかし.私自身にとっては分らない問題が沢山あ

ら.それは自分なりに納得のいくまで研究するつもりでおりますo

最後に甚だ現実的なことですが.夏の学校の校長さんから学校の資金にっ

いて,例えば科研費からの援助をもつと定期軍に考えて欲しいという要望が

ありました,,諸先生方の御一考を校長先生に代わりましてお願いしたいと思

います○

INS-SOR グ ル - プ へ の お 誘 い

佐々木 春 三 (東大教養 )

'INS-SOR というのはInstituteforNuclearStudy(INS)め
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